
中䠎理科  
「動物䛾世界」 
要点䛾まとめ 

宮城県立聴覚支援学校 
 

中学 理科 

②動物の生活と生物の変遷



生物䛾最小単位䛿䠄    䠅である。  ① 
植物細胞 動物細胞 

植物細胞ẻẬỆẝỦờỉ 

Ỵ 
Ỷ 
Ỹ 

 Ỹ 
Ỻ 
Ỽ 

共通ẴỦờỉ 
光合成ửẴỦ場所 

ỿ 細胞壁と核以外䛾部分をまとめて       と言う。 

核を染色する薬品䛾名前䛿 
䠄           䠅という。  ỽ 

 



生物䛾最小単位䛿䠄    䠅である。 細胞 
植物細胞 動物細胞 

植物細胞ẻẬỆẝỦờỉ 

液胞 
細胞壁 
葉緑体 

細胞膜 
細胞質 
核 

共通ẴỦờỉ 
光合成ửẴỦ場所 

えきほう 

さいぼうへき 

ようりょくたい 

さいぼうまく 

さいぼうしつ 

かく 

細胞質 細胞壁と核以外䛾部分をまとめて       と言う。 

核を染色する薬品䛾名前䛿 
䠄           䠅という。 酢酸ỽὊἱὅ 
ί酢酸ỼἽἍỶὅὸ 



問ᾀ 酢酸ỽὊἱὅί酢酸ỼἽἍỶὅὸỂ赤Ẫ染ộỦỉỊẆί      ὸỂẝỦẇ 
 
 
 
問ᾁ 植物ẻẬỆẝẾềẆ日光Ệ当ẺẾềỂỮỒỮử作ỦểẮỨỊί       ὸỂẝỦẇ 
 
 
 
 
問 ᾂ 日光Ệ当ẺẾềẆ葉ỂỂỮỒỮί᫱分ὸử作ỦẮểửί        ὸểẟạẇ 

Ỵ 

Ỷ 

Ỹ 

植物細胞ẻẬỆẝỦờỉỊί        ὸί        ὸί        ὸỂẝỦẇ Ỻ Ỽ ỽ 
植物細胞Ệờ動物細胞ỆờẝỦờỉỊί        ὸί        ὸί       ὸỂ 
                                                  ẝỦẇ 

ỿ ἁ ἃ 



問ᾀ 酢酸ỽὊἱὅί酢酸ỼἽἍỶὅὸỂ赤Ẫ染ộỦỉỊẆί      ὸỂẝỦẇ 
 
 
 
問ᾁ 植物ẻẬỆẝẾềẆ日光Ệ当ẺẾềỂỮỒỮử作ỦểẮỨỊί       ὸỂẝỦẇ 
 
 
 
 
問 ᾂ 日光Ệ当ẺẾềẆ葉ỂỂỮỒỮί᫱分ὸử作ỦẮểửί        ὸểẟạẇ 

核 

葉緑体 

光合成 

植物細胞ẻẬỆẝỦờỉỊί        ὸί        ὸί        ὸỂẝỦẇ 液胞 細胞壁 葉緑体 
植物細胞Ệờ動物細胞ỆờẝỦờỉỊί        ὸί        ὸί       ὸỂ 
                                                  ẝỦẇ 

核 細胞質 細胞膜 



生物䛾最小単位䛿䠄    䠅である。 細胞 

ᾐ ᾑ 
ᾀếỉ細胞ẦỤỂẨềẟỦ生物ẇ 多Ẫỉ細胞ẦỤỂẨềẟỦ生物ẇ 

ί  Ỵ   ὸ ί  Ỷ   ὸ 

せいぶつ    さいしょう たん い 

ί  Ỹ   ὸί   Ỻ  ὸ 



生物䛾最小単位䛿䠄    䠅である。 細胞 

単細胞生物 多細胞生物 
ᾀếỉ細胞ẦỤỂẨềẟỦ生物ẇ 多Ẫỉ細胞ẦỤỂẨềẟỦ生物ẇ 

ίἐỸἼἲἉὸ ίἱỽ἗ỿἴὸ 

せいぶつ    さいしょう たん い 

ίἱἊὅἅὸ ίỴỼἱἛἿὸ 



細胞が集まると、呼び方も変わる䟿 

Ỵ Ỷ Ỹ Ỻ 



細胞が集まると、呼び方も変わる䟿 

細胞 組織 器官 個体 
生命活動を考える 
時䛾最小䛾単位。 

細胞が集まってできた 
単位。 

組織が集まって 
できた単位。 

器官が集まって 
できた全体。 
 



③ 

① 

② 

⑤ 

⑥ 

④ 

目ử守Ủ 

虹彩Ệ囲ộủềẟỦ 
光ầ通Ủ 

目Ệ入Ủ光ỉ量ử 
調節ẴỦ 

ỐẪỤỚử変ảề 
ἦὅἚử合ỪẶỦ 

光ỉ像ử写ẴἋἁἼὊὅẇ 
光ử感ẳỦ細胞ầ並ỮỂẟỦ 

光ỉ信号ử 
大脳Ệ伝ảỦ 

刺激 
䠄光䠅 ① ② ④ ⑤ ⑥ 大脳 

(見えた) 

Ṟ 目ỉẲẪỚί   覚ὸ 
目ầ悪ẟ人Ịί       者䠅という。 

視覚 
視覚ᨦ害者 

Ẳ ẦẪ 
Ẳ ẦẪẲỢạầẟẲỞ 



虹彩 

角ၼ 

瞳 

Ⴤၼ 

視神経 

レンズ 
こうさい 

かくまく 

ひとみ 

もう まく 

し しん けい 目ử守Ủ 

虹彩Ệ囲ộủềẟỦ 
光ầ通Ủ 

目Ệ入Ủ光ỉ量ử 
調節ẴỦ 

ỐẪỤỚử変ảề 
ἦὅἚử合ỪẶỦ 

光ỉ像ử写ẴἋἁἼὊὅẇ 
光ử感ẳỦ細胞ầ並ỮỂẟỦ 

光ỉ信号ử 
大脳Ệ伝ảỦ 

刺激 
䠄光䠅 角ၼ 瞳 レンズ Ⴤၼ 視神経 大脳 

(見えた) 

Ṟ 目ỉẲẪỚί   覚ὸ 
目ầ悪ẟ人Ịί       者䠅という。 

視覚 
視覚ᨦ害者 

Ẳ ẦẪ 
Ẳ ẦẪẲỢạầẟẲỞ 



②耳䛾しくみ䠄   覚䠅 

② 
③ 

④ ① 

⑤ 

外耳 中耳 内耳 

聴覚 
耳ầ悪ẟ人Ịί       者䠅という。 聴覚ᨦ害者 

ẼỢạẦẪ ẲỢạầẟẲỞ 

聞ẮảểỊ᧙係ễẟ 



②耳䛾しくみ䠄   覚䠅 

耳小骨 
三半規管 

うずまき管 鼓ၼ 

聴神経 

外耳 中耳 内耳 

聴覚 
耳ầ悪ẟ人Ịί       者䠅という。 聴覚ᨦ害者 

Ắ ộẪ 

ẳ ẲỢạ Ắế 

ẰỮỊỮ ẨẦỮ 

ẼỢạẲỮẬẟ 

ẼỢạẦẪ ẲỢạầẟẲỞ 

聞ẮảểỊ᧙係ễẟ 



③ 鼻䛾しくみ䠄   覚䠅 
ᱠ毛Ị何ỉẺỜᾎ 
  ί          Ỵ           ὸ 

ṟ 

 Ṟ 

大脳ồ 
ίẪẰẟὲὸ 

臭覚 

刺激 
䠄におい䠅 

Ṟ 

ṟ 

大脳 
(くさい) 

ẲỠạẦẪ 

Ịễậ 

ẲậẨ 



③ 鼻䛾しくみ䠄   覚䠅 
ᱠ毛Ị何ỉẺỜᾎ 
  ἆἱởỖẮụầᱠỉ穴Ệ入Ủỉử 
  ᧸ẫẺỜẇίἆἱởỖẮụỊᱠẪẸỆễẾềẺộỦὸ 

臭神経 

臭細胞 

大脳ồ 
ίẪẰẟὲὸ 

臭覚 

刺激 
䠄におい䠅 

臭細胞 

臭神経 

大脳 
(くさい) 

ẲỠạẦẪ 

Ịễậ 

ỐẶ 

ẲỠạẰẟỗạ 

ẲỠạẲỮẬẟ 

ẲậẨ 



間違いやすい問題 
目や耳䛾ように、外界から䛾刺激を感じる部分を何
というか。 

 
動物䛾外界から䛾刺激を感じ取る部分を 
    䠄       䠅という。 
 
すべて䛾器官に䛿䠄       䠅がつながっている。 

ア 

イ 

ウ 
「中枢神経」で䛿ない䟿 
中枢神経といえ䜀、何か䠛 
䠄           エ               䠅 



間違いやすい問題 
目や耳䛾ように、外界から䛾刺激を感じる部分を何
というか。 

 
動物䛾外界から䛾刺激を感じ取る部分を 
    䠄       䠅という。 
 
すべて䛾器官に䛿䠄       䠅がつながっている。 

感覚器官 

感覚器官 

神経 
「中枢神経」で䛿ない䟿 
中枢神経といえ䜀、何か䠛 

大脳、小脳、中脳、間脳、延髄、せきずい 



刺激䛿どこに伝わる䛾か 
神経系 ヒト䛾 ῒῒ中枢神経ở末ẲỢạ神経ễỄẆ神経ửộểỜềẟạẇ 

  神経細胞ỂỂẨềẟỦẇ 

ί Ṟ ὸ神経 
脳 
ί大脳Ẇ小脳Ẇ間脳Ẇ中脳Ẇ延᭒ὸ 
ẶẨẵẟ 

ί ṟ ὸ神経 

ίṠὸ神経 
 
ίṡὸ神経 

刺激(信号)ử受Ậ取ụ 
命令ẴỦ神経 

中枢神経ẦỤ 
枝分ẦủẲẺ神経ẇ 
刺激(信号)ở命令ử 
伝ảỦẇ 

感覚器ầ受Ậ取ẾẺ刺激ử 
中枢神経Ệ伝ảỦ神経ẇ 

中枢神経ẦỤỉ命令ử 
運動器官Ệ伝ảỦ神経ẇ 

感覚神経 

運動神経 

感覚器官 

命令 

ί Ṟ ὸ神経 
ί ṟ ὸ神経 

運動器官 

Ẳ ậẨ 

ẼỠạẴạ 

ộẾ 

感覚神経Ịί   ὸ側ẦỤ入Ủẇ 
運動神経Ịί   ὸ側ẦỤ出ề行Ẫ 

ア 
イ 



刺激䛿どこに伝わる䛾か 
神経系 ヒト䛾 ῒῒ中枢神経ở末ẲỢạ神経ễỄẆ神経ửộểỜềẟạẇ 

  神経細胞ỂỂẨềẟỦẇ 

中枢神経 
脳 
ί大脳Ẇ小脳Ẇ間脳Ẇ中脳Ẇ延᭒ὸ 
ẶẨẵẟ 

末ẲỢạ神経 

感覚神経 
 
運動神経 

刺激(信号)ử受Ậ取ụ 
命令ẴỦ神経 

中枢神経ẦỤ 
枝分ẦủẲẺ神経ẇ 
刺激(信号)ở命令ử 
伝ảỦẇ 

感覚器ầ受Ậ取ẾẺ刺激ử 
中枢神経Ệ伝ảỦ神経ẇ 

中枢神経ẦỤỉ命令ử 
運動器官Ệ伝ảỦ神経ẇ 

感覚神経 

運動神経 

感覚器官 

命令 

中枢神経 
末ẲỢạ神経 

運動器官 

Ẳ ậẨ 

ẼỠạẴạ 

ộẾ 

感覚神経Ịί   ὸ側ẦỤ入Ủẇ 
運動神経Ịί   ὸ側ẦỤ出ề行Ẫ 

背中 
腹 



意識して起こす行動 

感覚器官 

命令 

運動器官 

ί Ỵ ὸỂ命令ẴỦί決ỜỦὸ 
ίᾀὸẐ何ẦểỮỂẪỦẑẮểỆ気ỀẪ 
   感覚器官Ị何Ầẇ 
 

ίᾁὸẐợẲẆểỨạẑể決ỜỦ器官Ị何Ầẇ 
 

ίᾂὸẐἮὊἽử受ẬỨẑểẟạ命令ầ 
  伝ỪỦ神経Ị何Ầẇ 
 

ί Ỷ ὸ 

ί Ỹ ὸ 

ί Ỻ ὸ 

感覚器官→感覚神経→ẶẨẵẟ→大脳→ẶẨẵẟ→運動神経→運動器官 

䠄      䠅䛿䠎度通る䛾だ!! オ 

刺激 

反応 

感覚神経 

運動神経 



意識して起こす行動 

感覚器官 

命令 

運動器官 

ί大脳ὸỂ命令ẴỦί決ỜỦὸ 
ίᾀὸẐ何ẦểỮỂẪỦẑẮểỆ気ỀẪ 
   感覚器官Ị何Ầẇ 
 

ίᾁὸẐợẲẆểỨạẑể決ỜỦ器官Ị何Ầẇ 
 

ίᾂὸẐἮὊἽử受ẬỨẑểẟạ命令ầ 
  伝ỪỦ神経Ị何Ầẇ 
 

目 

大脳 

運動神経 

感覚器官→感覚神経→ẶẨẵẟ→大脳→ẶẨẵẟ→運動神経→運動器官 

䠄      䠅䛿䠎度通る䛾だ!! せきずい 

刺激 

反応 

感覚神経 

運動神経 



ᾋ例ᾍ 
• ᫢物ử口Ệ入ủỦểẆί Ỻ ὸầỂỦ 
• 熱ẟ物ỆẰỪỦểẆ瞬間的Ệί  Ỽ  ὸ 
• 急Ệ目ỉ前Ệ物ầ来ỦểẆί  ỽ  ὸ 
• ọằỉ下ửẺẺẪểẆọằầỉỎỦᾋ膝蓋腱反射ᾍ 

無意識に起こる行動 ᾐ 

感覚器官 
感覚神経 

命令 

運動神経 

運動器官 

ί Ỵ ὸỊ᧙係Ẳễẟ 

ẲếầẟẬỮỊỮẲỞ 

ί Ỷ ὸỂ命令ử出ẴỉỂ 
反応ầ早ẟ 
ᾋ理由ᾍ 
  ί     Ỹ      ὸ 

 む い しき     お       こうどう   



ᾋ例ᾍ 
• ᫢物ử口Ệ入ủỦểẆί ẻ液 ὸầỂỦ 
• 熱ẟ物ỆẰỪỦểẆ瞬間的Ệί 手ửọẾẮỜỦ ὸ 
• 急Ệ目ỉ前Ệ物ầ来ỦểẆί思Ừẵ目ửếốỦὸ 
• ọằỉ下ửẺẺẪểẆọằầỉỎỦᾋ膝蓋腱反射ᾍ 

無意識に起こる行動 反射 

感覚器官 
感覚神経 

命令 

運動神経 

運動器官 

× 
ί大脳ὸỊ᧙係Ẳễẟ 

ẲếầẟẬỮỊỮẲỞ 

ίẶẨẵẟὸỂ命令ử出ẴỉỂ 
反応ầ早ẟ 
ᾋ理由ᾍ 
 ί危ᨖẦỤ体ử守ỦẺỜὸ 

 む い しき     お       こうどう   䛿んしゃ 



ヒト䛾消化器官 

Ẵẟẹạ 

肝臓 

胆ỉạ 

小腸 
大腸 

直腸 

肛門 

十二指腸 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 
⑩ 

⑪ 

Ṟ 

ṟ 

Ṡ 

Ṥ 

ṥ 

Ṧ 

ṧ 

Ṩ 

ạỮẮẆ大便ẆẪẸẆấ通ẳ䠄病院言葉䠅 

口
⍾
⎼
肛
門
⎱
⎚
⎡
一
本
⎡
管

⑅
消
化
管 



ヒト䛾消化器官 ẻ液ẶỮ 

᫢道 

胃 

Ẵẟẹạ 

肝臓 

胆ỉạ 

小腸 
大腸 

直腸 

肛門 

十二指腸 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 
⑩ 

⑪ 

ẻ液ẶỮ 

᫢道 

胃 

十二指腸 

小腸 

大腸 

直腸 

肛門 

ạỮẮẆ大便ẆẪẸẆấ通ẳ䠄病院言葉䠅 

口
⍾
⎼
肛
門
⎱
⎚
⎡
一
本
⎡
管

⑅
消
化
管 

ẲỢẪỄạ 

ẟ 

ẦỮẹạ 

ẺỮ 

ẳỠạỆ ẲẼỢạ 

ẻẟẼỢạ 

ẲỢạẼỢạ 

ẼỢẪẼỢạ 

Ắạ ờỮ 



ᾋ問ᾍ草᫢動物ể肉᫢動物ỂỊẆỄẼỤầ消化管ầ長ẟẦễᾎ 

肉᫢動物ỉ消化管Ị 
ί  Ỽ  ὸẇ 
 
ᾋ理由ᾍ 
肉Ị柔ỤẦẟỉỂẆ 
ί   ỽ  ὸẦỤẇ 

草᫢動物ỉ消化管Ị 
ί  Ỹ   ὸẇ 
 
ᾋ理由ᾍ 
草Ị繊維ầ多ẪẆ 
ί   Ỻ  ὸẦỤẇ 

日本人 
草食䠄和食䠅が多い 

ア䝯䝸カ人 
肉食䠄洋食䠅が多い 

イ 

ア 

えも䛾䠄動物䠅を食い殺す 

植物をすりつぶす 



長ẟ 短ẟ 

ᾋ問ᾍ草᫢動物ể肉᫢動物ỂỊẆỄẼỤầ消化管ầ長ẟẦễᾎ 

肉᫢動物ỉ消化管Ị 
ί     ὸẇ 
 
ᾋ理由ᾍ 
肉Ị柔ỤẦẟỉỂẆ 
ί消化ẲởẴẟὸẦỤẇ 

草᫢動物ỉ消化管Ị 
ί     ὸẇ 
 
ᾋ理由ᾍ 
草Ị繊維ầ多ẪẆ 
ί消化ẲỆẪẟὸẦỤẇ 

日本人 
草食䠄和食䠅が多い 

ア䝯䝸カ人 
肉食䠄洋食䠅が多い 

犬歯 

臼歯 

けんし 

きゅうし 

えも䛾䠄動物䠅を食い殺す 

植物をすりつぶす 



「消化系」「消化器官」と「消化管」䛾 
ちがい䛿、わかったか䠛 

ᾑ 

ᾒ 口ẦỤ肛門ộỂỉ一本ỉ管 

᫢物ẦỤ必要ễ栄᫱ử体ỉ中Ệ 
ểụẟủỦỊẺỤẨửẲềẟỦ器官ẇ 
Ẑ消化器ẑểờ言ạẇ 

ᾐ 消化器官ửộểỜề表ẴểẨỉ用語ẇ 

口→᫢道→胃→十二指腸→小腸→大腸→直腸→肛門 

口ίẻ液腺ὸẆ᫢道Ẇ胃Ẇ十二指腸Ẇ小腸Ẇ大腸Ẇ直腸Ẇ肛門 

Ẫẻ 

ί注意ὸẐ消火ẑởẐ消火器ẑỂỊễẟὲ 



「消化系」「消化器官」と「消化管」䛾 
ちがい䛿、わかったか䠛 

消化器官 

消化管 口ẦỤ肛門ộỂỉ一本ỉ管 

᫢物ẦỤ必要ễ栄᫱ử体ỉ中Ệ 
ểụẟủỦỊẺỤẨửẲềẟỦ器官ẇ 
Ẑ消化器ẑểờ言ạẇ 

消化系 消化器官ửộểỜề表ẴểẨỉ用語ẇ 

口→᫢道→胃→十二指腸→小腸→大腸→直腸→肛門 

口ίẻ液腺ὸẆ᫢道Ẇ胃Ẇ十二指腸Ẇ小腸Ẇ大腸Ẇ直腸Ẇ肛門 

ẲỢạẦ Ậẟ 

ẲỢạẦ ẨẦỮ 

ẲỢạẦ ẦỮ 
Ẫẻ 

ί注意ὸẐ消火ẑởẐ消火器ẑỂỊễẟὲ 



䝶ウ素液 

ベネジクト液 

䠄    色䠅になると 
䠄      䠅があることが 
わかる 

䠄    色䠅䛾䠄    䠅ができると 
䠄      䠅があることが 
わかる 

Ỵ 
ᾐ 

Ỷ         Ỹ  
ᾑ 

加熱して色を見る 



䝶ウ素液 

ベネジクト液 

䠄    色䠅になると 
䠄      䠅があることが 
わかる 

䠄    色䠅䛾䠄    䠅ができると 
䠄      䠅があることが 
わかる 

᩷紫 
ỂỮỒỮ 

赤褐       沈殿 
ἨἛỸ糖 

加熱して色を見る 



①口で䛾消化 

(䠍)ἺỸ素液䛿䠄  䡀  䠅を検出するも䛾䠙䠄 䡁 色䠅に変わる 
(䠎)Ἣ἟ἊἁἚ液䛿䠄  䡂  䠅を検出するも䛾䠙ί   ᾶ   ὸầỂẨỦ 

消化器官ί ᾰ  ὸ 
消化液  ί  ᾱ  ὸ 
消化酵素ί  ᾲ  ὸ ᾋ実᬴ᾍ 

Ṽ試᬴管ỶỆ水ử入ủỦỪẬỊᾎ 

Ṽᾃ὿℃ẪỤẟỉ湯Ệ入ủỦỪẬỊᾎ 

ỂỮỒỮ 
ὺ 
ẻ液 

ί      ὸ 

ỂỮỒỮ 
ὺ 
水 
 

Ỵ Ỷ 

ỴἱἻὊἎ 

ẬỮẲỠế 

こう そ 

うすめた 
だ液 

加熱して色を見る 

䡄 

䠥 



①口で䛾消化 

(䠍)ἺỸ素液䛿䠄     䠅を検出するも䛾䠙䠄    色䠅に変わる 
(䠎)Ἣ἟ἊἁἚ液䛿䠄     䠅を検出するも䛾䠙ί           ὸầỂẨỦ 

消化器官ί        ὸ 
消化液 ί        ὸ 
消化酵素ί        ὸ ᾋ実᬴ᾍ 

Ṽ試᬴管ỴỆ水ử入ủỦỪẬỊᾎ 

Ṽᾃ὿℃ẪỤẟỉ湯Ệ入ủỦỪẬỊᾎ 

ỂỮỒỮ 
ὺ 
ẻ液 

ί       ὸ 

ỂỮỒỮ 
ὺ 
水 
 

Ỵ Ỷ 

ỴἱἻὊἎ 

口ίẻ液ẶỮὸ 
ẻ液 

ỂỮỒỮ 
ἨἛỸ糖 

᩷紫 
赤褐色ỉ沈殿 

ỴἱἻὊἎ 

ẻ液ể比ỔỦẺỜ 

ἤἚỉ体温Ệ近ẟ温度ỆẴỦẺỜ 
ί口ỉ中ỉ温度ể同ẳỆẴỦẺỜὸ 

ẬỮẲỠế 

こう そ 

ẶẾẦẾẲỢẪ    ẼỮỂỮ 

加熱して色を見る 

「対照実験」 
たいしょう 

水  だ液 

うすめた 
だ液 



②胃で䛾消化 
䠏時間以上䠷ぜん動運動䠹をして、 
食べ物を混ぜ合わせる。 
 
䠍日䠎䝸ット䝹以上䛾䠷胃液䠹を分泌する 
 

ἑὅἣἁ質 

消化器官ί Ṟ ὸ 
消化液ί ṟ ὸ 
 
消化酵素ί  Ṡ  ὸ 

ṡ 

胃液䛾䛿たらき 
  ①消化酵素䠷ペプシ䞁䠹䛾䛿たらきで 
  䠄タ䞁パク質䠅を䠄 肉汁(ア䝭ノ酸) 䠅に分解する 
 ②䠷塩酸䠹を分泌して、強酸性にする。 
    殺菌作用 
    ペプシ䞁䛾䛿たらきを助ける  
 ③䠷粘液䠹が胃を守る。 

 



②胃で䛾消化 
䠏時間以上䠷ぜん動運動䠹をして、 
食べ物を混ぜ合わせる。 
 
䠍日䠎䝸ット䝹以上䛾䠷胃液䠹を分泌する 
 

ἑὅἣἁ質 

消化器官ί 胃 ὸ 
消化液ί 胃液 ὸ 
 
消化酵素ί ἬἩἉὅ ὸ 

Ỵἱἠ酸 

胃液䛾䛿たらき 
  ①消化酵素䠷ペプシ䞁䠹䛾䛿たらきで 
  䠄タ䞁パク質䠅を䠄 肉汁(ア䝭ノ酸) 䠅に分解する 
 ②䠷塩酸䠹を分泌して、強酸性にする。 
    殺菌作用 
    ペプシ䞁䛾䛿たらきを助ける  
 ③䠷粘液䠹が胃を守る。 

    



ἙὅἩὅ ἑὅἣἁ質 脂肪 

ẻ液 

胃液 

胆汁 

Ẵẟ液 

腸液 

ẻ液ẶỮ 

胃 

肝臓 

胆ỉạ 

Ẵẟ臓 

小腸 

消化器官 消化液 

ᰳ芽糖 

肉汁 
(Ὼ‌Ό‌῱ ) 

ỴἱἻὊἎ 

ἨἛỸ糖 Ỵἱἠ酸 

肉汁 
(Ὼ‌Ό‌΅῱​) 

Ṟ ṟ Ṡ ὺ ṡ 

消化ử 
助ẬỦ 

ἬἩἉὅ 

ἼἣὊἎ 

ἰἽἑὊἎ 

῱ Ό‌Ῡ  

Ὼ‌Ό‌΅῭​῝Ύ​ 

ỴἱἻὊἎ 
ᰳ芽糖 

脂肪酸 
 ὺ 
ἴἠἂἼἍἼἛ 

ẺỮẳỠạ 



ἙὅἩὅ ἑὅἣἁ質 脂肪 

ẻ液 

胃液 

胆汁 

Ẵẟ液 

腸液 

ẻ液ẶỮ 

胃 

肝臓 

胆ỉạ 

Ẵẟ臓 

小腸 

消化器官 消化液 

ᰳ芽糖 

肉汁 
(Ὼ‌Ό‌῱ ) 

ỴἱἻὊἎ 

ἨἛỸ糖 Ỵἱἠ酸 

肉汁 
(Ὼ‌Ό‌΅῱​) 

ἨἛỸ糖 Ỵἱἠ酸 
脂肪酸 

ἴἠἂἼἍἼἛ 

消化ử 
助ẬỦ 

ἬἩἉὅ 

ἼἣὊἎ 

ἰἽἑὊἎ 

῱ Ό‌Ῡ  

Ὼ‌Ό‌΅῭​῝Ύ​ 

ỴἱἻὊἎ 
ᰳ芽糖 

脂肪酸 
 ὺ 
ἴἠἂἼἍἼἛ 

ẺỮẳỠạ 



栄᫱分ỊỄẮỂ吸収ẰủỦỉẦᾎ 

ίᾐὸ 

ίᾑὸ 

栄᫱分Ịί      ὸỉί     ὸỂ吸収ẰủỦ ίᾐὸ ίᾑὸ 

長Ằᾄ῍ᾅᾼ位ỉ 
長ẟ消化器官ẇ 

長Ằ὿ώᾁᾼᾼ 
ỉ 細Ầẟ毛 

Ἴὅἣ管 
毛細血管 
ờạẰẟẬẾẦỮ 

きゅうしゅう 



栄᫱分ỊỄẮỂ吸収ẰủỦỉẦᾎ 

小腸 

柔毛 
ẳỠạờạ 

栄᫱分Ịί      ὸỉί     ὸỂ吸収ẰủỦ 小腸 柔毛 
ẳỠạờạ ẲỢạẼỢạ 

長Ằᾄ῍ᾅᾼ位ỉ 
長ẟ消化器官ẇ 

長Ằ὿ώᾁᾼᾼ 
ỉ 細Ầẟ毛 

Ἴὅἣ管 
毛細血管 
ờạẰẟẬẾẦỮ 

きゅうしゅう 

ẲỢạẼỢạ 



毛細血管 

柔毛 

Ἴὅἣ管 

ίᾐὸ 

ίᾑὸ 

ίᾒὸ 

ίᾓὸ 

小腸ỉ柔毛Ểỉ栄᫱ỉ吸収                        
                         

毛細血管ẦỤί     ὸểί     ὸử吸収ẴỦ 
 

Ἴὅἣ管ẦỤί     ὸểί     ὸử吸収ẴỦ 

ίᾐὸ ίᾑὸ 

ίᾒὸ ίᾓὸ 

小腸 

肝臓 

Ἴὅἣ管 毛細血管 
門脈 

栄᫱Ị 
ἂἼἅὊἄὅểẲề 
ẺẪỪảỤủỦ 



毛細血管 

柔毛 

Ἴὅἣ管 

ἨἛỸ糖 

Ỵἱἠ酸 

脂肪酸 

ἴἠἂἼἍἼἛ 

小腸ỉ柔毛Ểỉ栄᫱ỉ吸収                        
                         

毛細血管ẦỤί     ὸểί     ὸử吸収ẴỦ 
 

Ἴὅἣ管ẦỤί     ὸểί     ὸử吸収ẴỦ 

ἨἛỸ糖 Ỵἱἠ酸 

脂肪酸 ἴἠἂἼἍἼἛ 

小腸 

肝臓 

Ἴὅἣ管 毛細血管 
門脈 

栄᫱Ị 
ἂἼἅὊἄὅểẲề 
ẺẪỪảỤủỦ 



水分 

固ẟ大便ầỂẨỦ 

大腸          
ί Ỹ ὸử吸収ẲềẆ 

大便ử作Ủ 

小腸        
ί Ỵ ὸử吸収Ẳề 
肝臓Ể        
ί Ỷ ὸử作Ủ 

ἙὅἩὅ ἑὅἣἁ質 脂肪

ẻ液

胃液

胆汁

Ẵẟ液

腸液

ẻ液ẶỮ

胃

肝臓

胆ỉạ

Ẵẟ臓

小腸

消化器官 消化液

ᰳ芽糖

肉汁
(Ὼ‌Ό‌῱ )

ỴἱἻὊἎ

ἨἛỸ糖 Ỵἱἠ酸

肉汁
(Ὼ‌Ό‌΅῱​)

ἨἛỸ糖 Ỵἱἠ酸
脂肪酸
ἂἼἍἼὅ

消化ử
助ẬỦ

ἬἩἉὅ

ἼἣὊἎ

ἰἽἑὊἎ

῱ Ό‌Ῡ 

Ὼ‌Ό‌΅῭​῝Ύ​

ỴἱἻὊἎ
ᰳ芽糖 脂肪酸

ὺ
ἂἼἍἼὅ

ẺỮẳỠạ

ᾋ消化ể吸収ỉộểỜᾍ 

口῍小腸     
栄᫱素ử消化Ẳề 
吸収ẲởẴẪẴỦ 



水分 

固ẟ大便ầỂẨỦ 

大腸          
ί   ὸử吸収ẲềẆ 

大便ử作Ủ 

小腸        
ί   ὸử吸収Ẳề 
肝臓Ể        
ί      ὸử作Ủ 

ἙὅἩὅ ἑὅἣἁ質 脂肪

ẻ液

胃液

胆汁

Ẵẟ液

腸液

ẻ液ẶỮ

胃

肝臓

胆ỉạ

Ẵẟ臓

小腸

消化器官 消化液

ᰳ芽糖

肉汁
(Ὼ‌Ό‌῱ )

ỴἱἻὊἎ

ἨἛỸ糖 Ỵἱἠ酸

肉汁
(Ὼ‌Ό‌΅῱​)

ἨἛỸ糖 Ỵἱἠ酸
脂肪酸
ἂἼἍἼὅ

消化ử
助ẬỦ

ἬἩἉὅ

ἼἣὊἎ

ἰἽἑὊἎ

῱ Ό‌Ῡ 

Ὼ‌Ό‌΅῭​῝Ύ​

ỴἱἻὊἎ
ᰳ芽糖 脂肪酸

ὺ
ἂἼἍἼὅ

ẺỮẳỠạ

ᾋ消化ể吸収ỉộểỜᾍ 

口῍小腸     
栄᫱素ử消化Ẳề 
吸収ẲởẴẪẴỦ 

養分 

ᴐᴶᴰᴒｰᴑᴶᴵ 

水分 



肺䛾つくり 

ᾐ 
肺 

ᾑ 
毛細血管 

ᾒ 

ờạẰẟẬẾẦỮ 

気管支ỉ先ử᫋微鏡Ể詳ẲẪ見Ủể 
丸ẟ小Ằễ袋ầẺẪẰỮẝỦ 

直径὿ώᾀᾼᾼỉ小Ằễ袋ẇ 
肺胞ỉ数ỊẆ左右ỉ肺Ể合計約ᾂ億個 
肺胞ỉ表᩿積ỊẆ合計ᾆ὿ᾼᾁ 

ί畳約ᾃᾁ枚分ὸ 

ᾀ回ỉ呼吸量Ị約὿ώᾄἼἕἚἽẇ 
ᾀ分間Ệ約ᾀᾀ῍ᾀᾅ回呼吸ẴỦẇ 
ᾀ生ỉ間Ệ約ᾄ῍ᾆ億回呼吸ẴỦẇ 



肺䛾つくり 

気管 
肺 

気管支 

ẨẦỮ 

ẨẦỮ Ẳ 

毛細血管 

肺胞 

ờạẰẟẬẾẦỮ 

ỊẟỖạ 

気管支ỉ先ử᫋微鏡Ể詳ẲẪ見Ủể 
丸ẟ小Ằễ袋ầẺẪẰỮẝỦ 

直径὿ώᾀᾼᾼỉ小Ằễ袋ẇ 
肺胞ỉ数ỊẆ左右ỉ肺Ể合計約ᾂ億個 
肺胞ỉ表᩿積ỊẆ合計ᾆ὿ᾼᾁ 

ί畳約ᾃᾁ枚分ὸ 

ᾀ回ỉ呼吸量Ị約὿ώᾄἼἕἚἽẇ 
ᾀ分間Ệ約ᾀᾀ῍ᾀᾅ回呼吸ẴỦẇ 
ᾀ生ỉ間Ệ約ᾄ῍ᾆ億回呼吸ẴỦẇ 



ᾋ心臓ỉẲẪỚᾍ 
心臓ỉỊẺỤẨ Ṽ大ẨẰỊί                ὸ 

 
Ṽᾃếỉ部屋ầẝỦẇ 
 
 
 
 
 
Ṽί                      ὸ 
 
     ᾋ理由ᾍ 
 
 
 
Ṽί                      ὸ 
 
ᾋỊẺỤẨᾍ 
 
 
Ṽ心臓ỉ拍動Ịί        ὸể同ẳ 

③ ① 
④ ② 

ί筋肉ὸ 

大動脈 

肺᩺脈 

肺動脈 

大᩺脈 

自分ỉỆẩụẮốẲ大 

ί      ὸỉ筋肉ầ一番厚Ẫề強ẟ  ᾐ 

左心室ẦỤ 
全身Ệ血液ử送ụ出ẲềẟỦẦỤ 

ί    ὸầᾃếẝỦ  ᾑ 

血液ầ逆流ẲễẟợạỆẴỦẺỜ 

脈拍 
ỚỞẪỊẪ ỊẪỄạ 

ẩỞẪụỠạ 



ᾋ心臓ỉẲẪỚᾍ 
心臓ỉỊẺỤẨ Ṽ大ẨẰỊί                ὸ 

 
Ṽᾃếỉ部屋ầẝỦẇ 
 
 
 
 
 
Ṽί                      ὸ 
 
     ᾋ理由ᾍ 
 
 
 
Ṽί                      ὸ 
 
ᾋỊẺỤẨᾍ 
 
 
Ṽ心臓ỉ拍動Ịί        ὸể同ẳ 

③ ① 
④ ② 左心室 

左心房 
右心室 

右心房 
ί筋肉ὸ 

大動脈 

肺᩺脈 

肺動脈 

大᩺脈 

自分ỉỆẩụẮốẲ大 

ί      ὸỉ筋肉ầ一番厚Ẫề強ẟ 左心室 

左心室ẦỤ 
全身Ệ血液ử送ụ出ẲềẟỦẦỤ 

ί    ὸầᾃếẝỦ  弁 

血液ầ逆流ẲễẟợạỆẴỦẺỜ 

ỔỮ 

脈拍 
ỚỞẪỊẪ ỊẪỄạ 

ẩỞẪụỠạ 

うしんぼう さしんぼう 

さしんしつ うしんしつ 



動脈と静脈䛾しくみ 

᩺脈ỆỊί ᾒ ὸầẝỦὲ 
腕䛾場合 
 動脈䠄赤くみえる䠅 体䛾深いところを通る䞉䞉䞉出血すると大変  
     䠘例外䠚 首 関節 
 ᩺脈䠄青く見える䠅 体䛾表面を通る䞉䞉䞉注射する䠄静脈注射䠅 

䠝 䠞 

䠟 

䠠 

䠡 



動脈と静脈䛾しくみ 

᩺脈ỆỊဍầẝỦὲ 腕䛾場合 
 動脈䠄赤くみえる䠅 体䛾深いところを通る䞉䞉䞉出血すると大変  
     䠘例外䠚 首 関節 
 ᩺脈䠄青く見える䠅 体䛾表面を通る䞉䞉䞉注射する䠄静脈注射䠅 

動脈 静脈 

弁 

動脈 

静脈 

どうみゃく          じょうみゃく 



ί ᾐ ὸ 

ί ᾓ ὸ 

酸 
 
素 

二 
酸 
化 
炭 
素 

ί ᾒ ὸ 

ί ᾑ ὸ 

血管ỉ種᫏ 
動脈 
動脈 

肺動脈 

᩺脈 

᩺脈 

肺᩺脈 

心臓ẦỤ出ề行Ẫ血液ầ 
流ủỦ血管ẇ 

心臓Ệ戻ẾềẪỦ血液ầ 
流ủỦ血管ẇ 

心臓ẦỤ全身Ệ出ề行Ẫ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

心臓ẦỤ肺Ệ出ề行Ẫ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

全身ẦỤ心臓Ệ戻ẾềẪỦ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

肺ẦỤ心臓Ệ戻ẾềẪỦ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

動脈Ὁ᩺脈ỉ意味ử中心Ệ 
循環系 
じゅんかんけい 



肺動脈 

動脈 
ỄạỚỞẪ 

酸 
 
素 

二 
酸 
化 
炭 
素 

᩺脈 

肺᩺脈 

血管ỉ種᫏ 
動脈 
動脈 

肺動脈 

᩺脈 

᩺脈 

肺᩺脈 

ẳỢạỚỞẪ 

ỊẟẳỢạỚỞẪ 

心臓ẦỤ出ề行Ẫ血液ầ 
流ủỦ血管ẇ 

心臓Ệ戻ẾềẪỦ血液ầ 
流ủỦ血管ẇ 

心臓ẦỤ全身Ệ出ề行Ẫ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

心臓ẦỤ肺Ệ出ề行Ẫ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

全身ẦỤ心臓Ệ戻ẾềẪỦ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

肺ẦỤ心臓Ệ戻ẾềẪỦ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

ỊẟỄạỚỞẪ 

動脈Ὁ᩺脈ỉ意味ử中心Ệ 
循環系 
じゅんかんけい 



肺動脈 

動脈 
ỄạỚỞẪ 

酸 
 
素 

二 
酸 
化 
炭 
素 

᩺脈 

肺᩺脈 

血管ỉ種᫏ 
動脈 
動脈 

肺動脈 

᩺脈 

᩺脈 

肺᩺脈 

ẳỢạỚỞẪ 

ỊẟẳỢạỚỞẪ 

心臓ẦỤ出ề行Ẫ血液ầ 
流ủỦ血管ẇ 

心臓Ệ戻ẾềẪỦ血液ầ 
流ủỦ血管ẇ 

心臓ẦỤ全身Ệ出ề行Ẫ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

心臓ẦỤ肺Ệ出ề行Ẫ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

全身ẦỤ心臓Ệ戻ẾềẪỦ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

肺ẦỤ心臓Ệ戻ẾềẪỦ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

動脈血Ὁ᩺脈血ỉ意味ử中心Ệ 

ᾑ 
 
血 

ᾐ 
 
血 



肺動脈 

動脈 
ỄạỚỞẪ 

酸 
 
素 

二 
酸 
化 
炭 
素 

᩺脈 

肺᩺脈 

血管ỉ種᫏ 
動脈 
動脈 

肺動脈 

᩺脈 

᩺脈 

肺᩺脈 

ẳỢạỚỞẪ 

ỊẟẳỢạỚỞẪ 

心臓ẦỤ出ề行Ẫ血液ầ 
流ủỦ血管ẇ 

心臓Ệ戻ẾềẪỦ血液ầ 
流ủỦ血管ẇ 

心臓ẦỤ全身Ệ出ề行Ẫ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

心臓ẦỤ肺Ệ出ề行Ẫ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

全身ẦỤ心臓Ệ戻ẾềẪỦ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

肺ẦỤ心臓Ệ戻ẾềẪỦ 
血液ầ流ủỦ血管ẇ 

動脈血Ὁ᩺脈血ỉ意味ử中心Ệ 

動 
脈 
血 

᩺ 
脈 
血 



血液ỉ種᫏ 

  ᾐ   

  ᾑ   

酸 
 
素 

二 
酸 
化 
炭 
素 

ί  ᾰ    ὸầ多Ẫ含ộủỦ血液ẇ 

ί   ᾱ   ὸầ多Ẫ含ộủỦ血液ẇ 

ί問ᾀὸ血液ỉ流ủỊίỴẆỶὸỂẝỦ 
 
ί    ὸễỉỆί     ὸầ流ủỦ血管Ị 
 
 
ί    ὸễỉỆί     ὸầ流ủỦ血管Ị 
 

肺᩺脈 

動脈 
᩺脈 

肺動脈 

動脈 ᩺脈血 

᩺脈 動脈血 

肺動脈 

肺᩺脈 

ᾐ 
血 

ᾑ 
血 

ỐẪ 

血液䛾循環 
 

䠄  ①  䠅䠖心臓から 肺 をまわる 
 䠄  ②  䠅䠖心臓から全身をまわる 



血液ỉ種᫏ 

動脈血 

᩺脈血 

酸 
 
素 

二 
酸 
化 
炭 
素 

ί         ὸầ多Ẫ含ộủỦ血液ẇ 

ί         ὸầ多Ẫ含ộủỦ血液ẇ 

ί問ᾀὸ血液ỉ流ủỊίỴẆỶὸỂẝỦ 
 
ί    ὸễỉỆί     ὸầ流ủỦ血管Ị 
 
 
ί    ὸễỉỆί     ὸầ流ủỦ血管Ị 
 

肺᩺脈 

動脈 
᩺脈 

肺動脈 

動脈 ᩺脈血 

᩺脈 動脈血 

肺動脈 

肺᩺脈 

酸素 

二酸化炭素 

動 
脈 
血 

᩺ 
脈 
血 

 ỄạỚỞẪ Ậế 

 ẳỢạỚỞẪ Ậế 

ỐẪ 

血液䛾循環 
 

䠄       䠅䠖心臓から 肺 をまわる 
䠄       䠅䠖心臓から全身をまわる 
肺循環 
体循環 



毛細血管 

ᾒ 

Ἴὅἣ管 

Ỵ 

῟ 

Ỹ 

Ỻ 

小腸ỉ柔毛Ểỉ栄᫱ỉ吸収                        
                         

毛細血管ẦỤί     ὸểί     ὸử吸収ẴỦ 
 

Ἴὅἣ管ẦỤί     ὸểί     ὸử吸収ẴỦ 

Ỽ ỽ 

ỿ ἁ 

小腸 

肝臓 

Ἴὅἣ管 毛細血管 
門脈 

栄᫱Ị 
ἂἼἅὊἄὅểẲề 
ẺẪỪảỤủỦ 

消化器官名䠄       䠅 
突起䛾ような部分䠄       䠅 

䠝 
䠞 



毛細血管 

柔毛 

Ἴὅἣ管 

ἨἛỸ糖 

Ỵἱἠ酸 

脂肪酸 

ἴἠἂἼἍἼἛ 

小腸ỉ柔毛Ểỉ栄᫱ỉ吸収                        
                         

毛細血管ẦỤί     ὸểί     ὸử吸収ẴỦ 
 

Ἴὅἣ管ẦỤί     ὸểί     ὸử吸収ẴỦ 

ἨἛỸ糖 Ỵἱἠ酸 

脂肪酸 ἴἠἂἼἍἼἛ 

小腸 

肝臓 

Ἴὅἣ管 毛細血管 
門脈 

栄᫱Ị 
ἂἼἅὊἄὅểẲề 
ẺẪỪảỤủỦ 

消化器官名䠄       䠅 
突起䛾ような部分䠄       䠅 

小腸 
柔毛 



ίᾀὸ酸素ử最ờ含ớ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
  ί          ὸ 
 
ίᾁὸ二酸化炭素ử最ờ多Ẫ含ớ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
  ί          ὸ 
 
ίᾂὸ᫱分ử最ờ多Ẫ含ớ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
  ί          ὸ 
 
ίᾃὸ不要分ầ最ờ少ễẟ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
   
 
ίᾄὸ動脈ễỉỆ᩺脈血ầ流ủỦ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
  ί          ὸ 
 

肺᩺脈 

動脈 

肺動脈 

᩺脈 

門脈 

ίᾰὸ 

ίᾱὸ 

ίᾲὸ 

ίᾳὸ 

ỴỶỸỺỼỉ血管ỉ名前Ịᾎ 

酸素 二酸化炭素 

二酸化炭素 酸素 



ίᾀὸ酸素ử最ờ含ớ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
  ί          ὸ 
 
ίᾁὸ二酸化炭素ử最ờ多Ẫ含ớ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
  ί          ὸ 
 
ίᾂὸ᫱分ử最ờ多Ẫ含ớ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
  ί          ὸ 
 
ίᾃὸ不要分ầ最ờ少ễẟ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
   
 
ίᾄὸ動脈ễỉỆ᩺脈血ầ流ủỦ血管Ị 
 ίỴẆỶẆỸẆỺẆỼẆỽὸ 
  ί          ὸ 
 

肺᩺脈 

動脈 

肺動脈 

᩺脈 

門脈 

肺᩺脈 

肺動脈 

門脈 

肺動脈 

ỴỶỸỺỼỉ血管ỉ名前Ịᾎ 

小腸Ể栄᫱ử吸収Ẳ 
肝臓ỆἂἼἅὊἄὅ 
ểẲề貯ộỦẇ 

ẳỮ臓Ể不要分ầ 
Ứ過ẰủỦẇ 
Ẹỉ後ỊẨủẟễ血液ẇ 

肺ẦỤ血管Ệ入Ủ 

血管ẦỤ肺Ệ出Ủ 

ờỮỚỞẪ 

酸素 二酸化炭素 

二酸化炭素 酸素 





肺動脈 
動脈 
᩺脈 
肺᩺脈 

肝臓 
ẳỮ臓 
肺 

ᾷί門脈 

ᾚ 



血液䛾成分 

ᾐ 
ᾑ 

ᾓ 

ᾒ 

せいぶん 

ỴἳὊἢ状ỉ細胞Ể 
核ầẝỦẇ 
体内Ệ入ẾềẨẺ細菌ử 
᫢ẟ殺Ẵẇ 

ᭌ᭒Ể作ỤủỦ円盤状ỉ細胞ẇ 
ἪἴἂἿἥὅί赤色色素ᾌ鉄ὸ 
ửỐẪỚẆ 酸素ử運ốẇ 

不定形Ể核ầễẟẇ 
体外Ệ出Ẻ血液ử固ỜỦẇ 

᰾色ỉ透明ễ液体ẇ 
᫱分Ẇ二酸化炭素Ẇ不要分 
ử運ốẇ 



血液䛾成分 

白血球 
赤血球 

血ẲỢạ 

血小板 

せいぶん 

ỊẾẬẾẨỠạ 

ẶẾẬẾẨỠạ 

ẬẾẲỢạịỮ 

ỴἳὊἢ状ỉ細胞Ể 
核ầẝỦẇ 
体内Ệ入ẾềẨẺ細菌ử 
᫢ẟ殺Ẵẇ 

ᭌ᭒Ể作ỤủỦ円盤状ỉ細胞ẇ 
ἪἴἂἿἥὅί赤色色素ᾌ鉄ὸ 
ửỐẪỚẆ 酸素ử運ốẇ 

不定形Ể核ầễẟẇ 
体外Ệ出Ẻ血液ử固ỜỦẇ 

᰾色ỉ透明ễ液体ẇ 
᫱分Ẇ二酸化炭素Ẇ不要分 
ử運ốẇ 



ᾐ 
ᾑ 

ᾒ 

ᾓ 

ᾔ 酸素 二酸化炭素 

血ẲỢạỉ一部ầ 
毛細血管ẦỤẲỚ出Ẳ 
細胞ỉ間ỆẺộẾẺờỉẇ 
 
物質ỉ交換ầ盛Ữẇ 

᫱分 

ỴὅἴἝỴ等ỉ 
不要物 



白血球 
血小板 

赤血球 

血ẲỢạ 

組織液 酸素 二酸化炭素 

血ẲỢạỉ一部ầ 
毛細血管ẦỤẲỚ出Ẳ 
細胞ỉ間ỆẺộẾẺờỉẇ 
 
物質ỉ交換ầ盛Ữẇ 

᫱分 

ỴὅἴἝỴ等ỉ 
不要物 



「消化系」「消化器官」と「消化管」䛾 
ちがい䛿、わかったか䠛 

ᾑ 

ᾒ 口ẦỤ肛門ộỂỉ一本ỉ管 

᫢物ẦỤ必要ễ栄᫱ử体ỉ中Ệ 
ểụẟủỦỊẺỤẨửẲềẟỦ器官ẇ 
Ẑ消化器ẑểờ言ạẇ 

ᾐ 消化器官ửộểỜề表ẴểẨỉ用語ẇ 

口→᫢道→胃→十二指腸→小腸→大腸→直腸→肛門 

口ίẻ液腺ὸẆ᫢道Ẇ胃Ẇ十二指腸Ẇ小腸Ẇ大腸Ẇ直腸Ẇ肛門 

Ẫẻ 

ί注意ὸẐ消火ẑởẐ消火器ẑỂỊễẟὲ 

ひとつひとつ 



「消化系」「消化器官」と「消化管」䛾 
ちがい䛿、わかったか䠛 

消化器官 

消化管 口ẦỤ肛門ộỂỉ一本ỉ管 

᫢物ẦỤ必要ễ栄᫱ử体ỉ中Ệ 
ểụẟủỦỊẺỤẨửẲềẟỦ器官ẇ 
Ẑ消化器ẑểờ言ạẇ 

消化系 消化器官ửộểỜề表ẴểẨỉ用語ẇ 

口→᫢道→胃→十二指腸→小腸→大腸→直腸→肛門 

口ίẻ液腺ὸẆ᫢道Ẇ胃Ẇ十二指腸Ẇ小腸Ẇ大腸Ẇ直腸Ẇ肛門 

ẲỢạẦ Ậẟ 

ẲỢạẦ ẨẦỮ 

ẲỢạẦ ẦỮ 
Ẫẻ 

ί注意ὸẐ消火ẑởẐ消火器ẑỂỊễẟὲ 

ひとつひとつ 



ᾐ 

ᾑ 

ᾒ 

大ẨẰỊỆẩụẮốẲ大ẇ 
 

ί ᾓ ὸỄỉ不要物ử 
体外Ệ捨ềỦ排出器官ẇ 

ẳỮ臓 

Ốợạốế 

ỊẟẲỠếẨẦỮ 

不要物ửỨ過Ẳề 
尿ử作Ủ 

尿ử貯ỜỦ 

尿ử運ố 

叧
双
叨
厨
厭
台 

排出系 ① 



ẳ 
Ữ 
臓 

輸 
尿 
管 

ỗạẮạ 

大ẨẰỊỆẩụẮốẲ大ẇ 
 

尿素ễỄỉ不要物ử 
体外Ệ捨ềỦ排出器官ẇ 

ẳỮ臓 

にょうそ 
Ốợạốế 

ỊẟẲỠếẨẦỮ 

不要物ửỨ過Ẳề 
尿ử作Ủ 

尿ử貯ỜỦ 

尿ử運ố 

叧
双
叨
厨
厭
台 

排出系 



肝臓䛾䛿たらき 

Ṽ尿素ử作Ủ 
ἑὅἣἁ質ầ消化ẰủỦể 
ί       ὸầỂẨỦẇ 
ẮủỊ有害ễỉỂ 
毒性ỉ少ễẟί     ὸỆ 
作ụẦảỤủỦẇ 

Ṽ栄᫱ử貯ảỦ 
小腸Ể栄᫱ử吸収Ẳ 
肝臓Ểί       ὸử作Ủ 
 

Ṽ胆汁ử作Ủ 

ᾂếỉỊẺỤẨ 

ᾑ 

ẺỮẳỠạ 

ẺẪỪ 

ỆỢạẸ 

ᾐ 

ᾒ 



肝臓䛾䛿た䜙き 

●尿素を作る 
タンパク質が消化されると 
ίアンモニアὸができる。 
これは有害なので 
毒性の少ないί尿素ὸに 
作りかえられる。 

●栄養を貯える 
小腸で栄養を吸収し 
肝臓でίグリコὊゲンὸを作る 
 

●胆汁を作る 

ᾂつのはたらき 

たんじゅう 

たくわ 

にょうそ 

だ液腺だ　えき　せん

しょくどう

食道
肺
心臓

胃
すいぞう

小腸

肝臓
胆のう

大腸

肛門

はい

しんぞう

い

しょうちょう

こう　もん

かん　ぞう

たん

だい　ちょう



① 

背骨をもつ動物 

     ᫏ 

     ᫏ 

     ᫏ 

     ᫏ 

     ᫏ 

ᾐ 

ᾑ 

ᾒ 

ᾓ 

ᾔ 



セキツイ動物 

背骨をもつ動物 

     ᫏ 

     ᫏ 

     ᫏ 

     ᫏ 

     ᫏ 

ᮄ ᫏ 

両生᫏ 

ἡἓἷỸ᫏ 

ᯓ ᫏ 

ἭἝἷỸ᫏ 

ẩỢỦẟ 

ụỢạẶẟỦẟ 

ẼỢạỦẟ 



セキツイ動物䛾分類䛾まとめ 

 
䠝 

䠞 䠟 䠠 䠡 䠢 

䠣 䠤 

䠥 
䠦 

䠧 䠨 

䠩 䠪 



セキツイ動物䛾分類䛾まとめ 

 


